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本資料の位置付け

(資料-3-1 P4）

・劣化したワンド・たまりが何故劣化したのか、その要因は何なのかがよく分からない中で、河道掘削しますと

いうのがよく分からない。むしろ、昔ワンド・たまりがあった場所が消失した場所を確認して、その原因を分析し

た上で、そのような箇所を事業箇所として選定する考え方もあるのではないか。（杉山委員）

第3回検討会時のご指摘

消失したワンド・たまりも含めて再整理、消失原因確認を行い、整備
方法について再検討を実施した。

本資料での整理内容
①ワンド・たまりの変遷
②ワンド・たまりの整備方針
③整備内容の検討



消失理由 H12 H19 H22

①砂州の移動

（旧O-13）
75.0K

H12→H19でワンド縮小、H19→H22で砂礫河原が無くなりワンド消失、河岸樹林が残存

②ワンドの上流側が
本川と繋がる。もしく
は、他のワンドに併合
される

（旧O-09）
72.2K

H12→H19に堆積が進みワンド形成、H22には上流部が本川と繋がり本川分流に変化

③樹林化や砂州の堆
積
（旧O-24）

90.6K

H19で樹林化しワンド箇所が確認できない、H22には樹林化・堆積によりワンドが消失 3

１．ワンド・たまりの変遷 (1)ワンド・たまりの消失理由

・ワンド・たまりが消失した理由として、下記のように分類した。
①砂州の移動
②ワンドの上流側が本川と繋がる。もしくは、他のワンドに併合される
③樹林化や砂州の堆積

H15.4人工ワンド造成
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１．ワンド・たまりの変遷 (1)ワンド・たまりの消失理由

流向

現在

過去

将来

・劣化の主な要因は、樹林化や土砂の堆積による面積減少、比高差（本川とワンドの河床高の差）の拡大によるもので、河道
の二極化によるものと推定。

・劣化したワンド・たまりの対策としては、人工的に手を加えることにより、自然の営力による適度な撹乱を誘発し本川河道の安
定化や樹林化を抑制することが有効であると考えられる。

二極化のメカニズム

冠水頻度の低下による

樹林化

河床低下 水位低下 砂州上の冠水頻度の低下

比高差の拡大

ワンドの劣化

流れが河道内に集中

洪水時の流
速の増大

洪水は氾濫源を蛇行しながらゆったりと流下

水深が浅い 冠水頻度が高い

樹林化を抑制、砂礫河原

河道内の適度な撹乱 ワンドが維持

・治水対策

・治山事業

・土地利用の変化

・etc

ワンドの消失

二極化の進行

流向

※比高差：本川とワンドの河床高の差

流向

休耕地となった
ところが樹林化

畑地

(後、旧耕地） 水田

水田（後、休耕地）



不安定ワンド・たまり
(190箇所、約63%)

・ワンド・たまりのうち、
安定ワンド・たまり⼜は消
失ワンド・たまりに分類さ

れないもの

消失ワンド・たまり
(20箇所、約7%)

・H14,で確認されているが、
H18,H23で確認されなかっ

たもの

消失理由①
(13箇所、消失ワン
ド・たまりの65%)
(砂州移動)

出⽔等での砂州の
移動による

消失理由②
(3箇所、消失ワン
ド・たまりの15%)

(⽔路化）
本川とワンドがつ

ながる等

消失理由③
(4箇所、消失ワン
ド・たまりの20%)

(陸地化)
樹林化、⼟砂堆積

河川のダイナミズムにより不安定となっている、も
しくは消失している。

人工的に手を加えることにより、再生が可能と判断される箇所
⇒再生可能性がある箇所を整備箇所として選定する。
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・雄物川のワンド・たまりを下図のように分類した。

・「不安定ワンド・たまり」と「消失ワンド・たまり」の消失理由①、②は、河川のダイナミズムによるものであり、河川本来の姿。

・下記は、人工的に手を加えることにより、再生が可能と判断される箇所について、さらなる分析を実施。

⇒次項以降で整理
●劣化ワンド・たまり ※劣化傾向にあるもの
●消失ワンド・たまり ※消失理由③：陸地化（樹林化、土砂堆積）

１．ワンド・たまりの変遷 (2)ワンド・たまりの分類

雄物川のワンド・たまり
(303箇所)*

安定ワンド・たまり
(93箇所、約30%)
・H14、H18、H23で
確認されているもの

良好ワンド・たまり
(20箇所、安定ワンド・た

まりの約20%)
・⾯積減少、⽐⾼差拡
⼤などの劣化傾向が⾒

られないもの

劣化ワンド・たまり
(73箇所、安定ワンド・たまりの約

80%)
・樹林化等により⾯積減少や⽐
⾼差の拡⼤など、劣化傾向があ

るもの
このままだと将来消失の恐れ

図 ワンド・たまりの分類（本川・支川すべて）

*ワンド・たまりの数303箇所は、H14,18,23調査
で確認された合計数のうち、重複を除いたもの
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１．ワンド・たまりの変遷 (2)ワンド・たまりの分類

(安定ワンド・たまりのうちの)

良好・劣化ワンド・たまり位置図

ワンド・たまり位置図（全体）・支川も含め全川的に
ワンド・たまりが存在。 ＜凡例＞

安定ワンド・たまり（93箇所）

不安定ワンド・たまり（190箇所）

消失ワンド・たまり(20箇所）

＜凡例＞

良好ワンド・たまり（20箇所）

劣化ワンド・たまり（73箇所）
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１．ワンド・たまりの変遷 (2)ワンド・たまりの分類

消失ワンド・たまり位置図

不安定ワンド・たまり位置図

・消失ワンド・たまりは、
全川的に点在。

・ 、
付近は集中。

・ 付近には存
在しない。

＜凡例＞
不安定ワンド・たまり（190箇所）

＜凡例＞
消失ワンド・たまり(20箇所）
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１．ワンド・たまりの変遷 (2)ワンド・たまりの分類

・消失理由①、②は、河川のダイナミズムによる理由で消失していることから対策の必要はないと考えられるが、③は、樹林化
や陸地化により消失した可能性があり、人工的に手を加えることにより、自然の営力による適度な撹乱を誘発し本川河道の
安定化や樹林化を抑制することが有効であると考えられる。

・特に③のワンド・たまりのうち、湧水があるものは、樹林化、堆積を抑制することで再生される可能性があると推測される。

課題ワンド・たまり②

・樹林化、堆積により消失したワンド・
たまりのうち、湧水が確認されたもの
を対策が望まれるワンド・たまりとし
て抽出
⇒玉川5.2k右岸

課題ワンド・たまり①

・劣化ワンド・たまりのうち、特
に対策の必要性が高い課題ワンド
・たまりを抽出。

⇒本川71～82k、113～114k
玉川4～5.2k、7～8k

図 ワンド・たまりの分類と対策ワンド・たまりの選定

消失ワンド・たまり

消失理由①
(砂州移動)

消失理由②
(⽔路化)

消失理由③
(陸地化)

良好ワンド・たまり劣化ワンド・たまり

安定ワンド・たまり不安定ワンド・
たまり

雄物川のワンド・たまり

人工的に手を加える
ことにより、再生が
可能と判断される箇
所

※計画未確定の位置情報が含まれるため、一部非公開とする
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２．ワンド・たまりの整備方針 (1)整備対象区間の決定

・下記の区間を対策区間として選定し、整備方針を検討。

対策区間位置

対策区間(雄物川)
：71〜82k

中流部①（13-61k) 中流部②（61-94k) 上流部（94-114k)

対策区間(⽟川)
：4〜5.2k

ワンド・たまり対策区間

対策区間(⽟川)
：7k

対策区間(雄物川)
：113k
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３.整備内容の検討 (1)整備の手法

整備方針

・人工的に手を加えることにより、自然の営力による適度な撹乱を誘発し本川河道の安定化や樹林化を抑制することで、ワン
ド・たまり等の保全、再生を目指す。

・掘削は、多様な環境を創出させるため、対象箇所の特性を踏まえ形式を工夫。

＜目的＞

人工的に手を加えることにより、自然の営力による適度な撹乱を誘発し、本川河道の安定化や樹林化を抑
制する。また、湧水の復元を試みながら消失ワンド・たまりを再生する。

掘削形状の工夫案(5案)

①斜め掘削(課題ワンド・たまり①)

②くぼ地掘削(課題ワンド・たまり①）

③湧水消失箇所の掘削（課題ワンド・たまり②）

⑤淀み掘削

④水制の設置

⇒P11

⇒P12

⇒P13

⇒P14

⇒P14

＜ワンド・たまりの整備箇所＞

●課題ワンド・たまり①：劣化ワンド・たまりのうち、特に対策の必要が高いワンド・たまり

※樹林化かつ比高差の拡大、湧水あり、トミヨ属の減少など総合的評価により抽出

●課題ワンド・たまり②：消失理由③の箇所で湧水が確認されているワンド・たまり

※湧水があるワンドであれば、少し手を加えることで再生される可能性がある。

二極化している一定区間の整備案課題ワンド・たまりの整備案



流向

斜め掘削
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３.整備内容の検討 (2)具体的な整備方法

図 整備イメージ

斜め掘削

エコトーンの形成 ワンドの河岸部は残置

二極化の抑制

①斜め掘削

流向

整備前

断面図

整備中

・ワンド・たまり周辺の樹林化した砂州を掘削。
・関連して、掘削は、澪筋側を斜めに掘削することで水際エコトーンを形成し多様な生物の生息・生

育空間を創出する。
⇒川が動くことで、ワンド・たまりも適度な撹乱を受け水位低下が改善されることを期待。

ワンド・たまり

※エコトーンとは

・エコトーンは移行帯または推移帯とも呼ばれ、陸域と
水域の境界になる水際のことをいう。

・エコトーンには水の深さや土の水分条件が少しずつ
変化するため、様々な植物や生物が生息している。

出典：国土技術政策総合研究所HPより

湧水あり

将来

攪乱
多様な生物の
生息・生育空間

（エコトーンの形成）

ワンド・たまり
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３.整備内容の検討 (2)具体的な整備方法

図 整備イメージ

②くぼ地掘削

流向
流向

将来整備前

断面図

既往のワンドと接続しワンド・た
まり環境を拡大

整備中

・劣化ワンド・たまりを再生するために、ワンド・たまり周辺の樹林化した砂州を掘削することでワン
ド・たまり環境の再生を図る。

・さらに、既存のワンド・たまり、または本川と接続することで連続性を確保。
⇒くぼ地掘削により、劣化ワンド・たまり及びその周辺を含め良好な環境が復元されることを期待。

流向

くぼ地状に掘削し新たなワンド・たまりを造成

消失ワンド・たまり

湧水あり

既存のワンド・たまり

（劣化傾向）

必要に応じ本川と接続

※本川とワンド・たまりの水位差
を考慮する必要がある。

ワンド・たまりの河床高の上昇

⇒水位低下、面積減少

劣化ワンド・たまり

本川の河床低下 比高差の拡大

劣化ワンド

湧水あり
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３.整備内容の検討 (2)具体的な整備方法

図 整備イメージ

③湧水消失箇所の掘削
（課題ワンド・たまり②）

流向

整備前 整備後

・樹林化や砂州の堆積により消失してしまったワンド・たまりのうち、湧水の存在が確認さ
れているワンド・たまりに対しては、少し手を加えることで再生できる可能性がある。

・そこで、ワンド周辺も含め掘削を行い復元する。
⇒湧水により安定したワンド・たまりの復元を期待。

流向

ワンド周辺を含め掘削

ワンド・たまり

消失

湧水あり
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３.整備内容の検討 (2)具体的な整備方法

図 整備イメージ

流向

流向

水制工により流れ
が変わる

水はねにより砂州
上の樹林化の抑制

水制により深く削
れ、よどみが発生。
淵が生じる

流れの変化により
土砂が堆積し、浅
場が生じる

④水制工の設置

整備後

将 来

・水制工の設置により自然の営力を活用し河床低下や樹林
化を抑制。
・水制工設置箇所では河床低下（深掘れ）を抑制するとともに、
水制工の間に淀みが形成
・水制工設置の対岸側は、水制工の水はね効果により砂州
上の樹林化を抑制。
⇒河床低下（深掘れ）の解消により、ワンド・たまりの水位低
下も改善されることを期待。

図 整備イメージ

流向

流向

先端付近は洗掘
防止のための捨
石等を敷設

一部を残置させな
がら掘削すること
で水際エコトーン
や淀みを形成

・樹林化や砂州が堆積している箇所に対し、掘削を行う一つ
の方法として、一部を残置させながら掘削する。
・残置した部分の先端付近は洗掘防止のために捨石等を設
置することが望まれる。なお、対岸側は、掘削部の水はね
効果により砂州上の樹林化が抑制される。
⇒水際エコトーンや淀みの形成により多様な水際環境の
創出を期待。

整備前

将 来

⑤淀み掘削

水はねにより砂州
上の樹林化の抑制


